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23．眼窩底骨折に対する生体吸収性プレ トー(Lactosorb?)
の使用経験 ―これまでの経過と今後の課題―

















骨折 1例であった.性別は男性 9例,女性 2例で,平均年
齢は 26.7歳であった.【方 法】 下壁骨折は睫毛下切
開,内壁骨折は内眼角部切開から骨膜下に至り,骨折部
の全周を剥離し眼窩内容を整復した.テンプレートを用
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上皮癌患者 25例に FAMTおよび FDG-PETを撮影,原
発腫瘍に関心領域 (ROI)を設定し,トレーサー集積の半




した.【結 果】 対象症例 25例全例の原発巣において
FAMTおよび FDGの有意な集積が見られ, SUV. max
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弁＋口蓋弁 9例, 歯肉弁＋舌弁 3例, 頰粘膜弁 6例であ
り, 11例に瘻孔を認めた.当院での再骨移植術は初回か
















五味 暁憲，?根岸 明秀，?平原 成浩?














討は,健常成人 124名 (男性 71名,女性 53名)で行った.
平均年齢は 25.5±5.3歳 (男性 26.0±5.3歳, 女性 24.8±
5.2歳)であった.地域差の検討は健常成人男性に限り,
関東地方出身者 12名 (28.2±4.9歳),関西地方出身者 12
名 (25.5±1.5歳),九州地方出身者 38名 (26.0±3.8歳)で

















高山 優，宮崎 英隆，牧口 貴哉
横尾 聡 （群馬大院・医・顎口腔科学）
【はじめに】 大胸筋皮弁 (以下 PMMC)は,血管柄付き
遊離皮弁がルーチンに導入されるまでは,顎口腔再建の
中心的な再建材料であった.しかし,ローテイション・
アークの問題の他に,筋体の早期萎縮や脂肪量の減少が
著しく,術後の機能や整容性に影響が出やすい皮弁であ
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